
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】操作性が良く、針先の戻りがなく、突出精度の

高い内視鏡を介して体腔内の患部に薬液等を注入する内

視鏡用注射針を提供すること。

【解決手段】薬液を送液する第１ルーメン２を備えた可

撓性を有するカテーテル１、該カテーテル先端の薬液を

送液する第１ルーメンに固定された針３、該針を覆う保

護カバー５、該保護カバーをカテーテルの長手方向に前

後させる突出長決定グリップ８、及び操作部６より構成

される内視鏡用注射針であって、該カテーテルは更に第

２ルーメン４を有し、該第２ルーメンには可撓性を有す

る部材が挿入され、該可撓性を有する部材の一方は該操

作部に固定され、もう一方は該保護カバーに固定されて

いる内視鏡用注射針。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
薬 液 を 送 液 す る 第 １ ル ー メ ン を 備 え た 可 撓 性 を 有 す る カ テ ー テ ル 、 該 カ テ ー テ ル 先 端 の 薬
液 を 送 液 す る 第 １ ル ー メ ン に 固 定 さ れ た 針 、 該 針 を 覆 う 保 護 カ バ ー 、 該 保 護 カ バ ー を カ テ
ー テ ル の 長 手 方 向 に 前 後 さ せ る 突 出 長 決 定 グ リ ッ プ 、 及 び 操 作 部 よ り 構 成 さ れ る 内 視 鏡 用
注 射 針 で あ っ て 、 該 カ テ ー テ ル は 更 に 第 ２ ル ー メ ン を 有 し 、 該 第 ２ ル ー メ ン に は 可 撓 性 を
有 す る 部 材 が 挿 入 さ れ 、 該 可 撓 性 を 有 す る 部 材 の 一 方 は 該 操 作 部 に 固 定 さ れ 、 も う 一 方 は
該 保 護 カ バ ー に 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 注 射 針 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 内 視 鏡 を 介 し て 体 腔 内 に 注 射 針 を 挿 入 し て 、 患 部 に 薬 液 等 を 注 入 す る 内 視 鏡 用
注 射 針 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
体 腔 内 の 患 部 に 薬 液 等 を 注 入 す る た め に 、 内 視 鏡 の 鉗 子 口 よ り 注 射 針 を 挿 入 し て 患 部 に 穿
刺 し 、 薬 剤 を 注 入 す る こ と が 知 ら れ て い る 。 こ の よ う な 注 射 針 は 、 針 が 先 端 に 固 定 さ れ 、
薬 液 が 流 れ る ル ー メ ン を 有 す る 内 筒 カ テ ー テ ル 、 こ の 内 筒 カ テ ー テ ル を 内 腔 に 挿 入 し 、 カ
テ ー テ ル の 長 手 方 向 に 前 後 す る こ と が で き る 外 筒 カ テ ー テ ル 、 針 先 を 外 筒 カ テ ー テ ル 先 端
か ら 突 出 さ せ る た め の 操 作 部 、 突 出 し た 針 の 位 置 を 決 め る た め に 外 筒 カ テ ー テ ル 先 端 に 固
定 さ れ た ス ト ッ パ ー か ら 構 成 さ れ 、 針 先 を 外 筒 カ テ ー テ ル 先 端 か ら 突 出 さ せ る に は 基 端 側
の 操 作 部 で 、 内 筒 カ テ ー テ ル を 外 筒 カ テ ー テ ル の 長 手 方 向 に 押 出 す こ と で 針 が 外 筒 カ テ ー
テ ル 先 端 よ り 突 出 す る 。 ま た 外 筒 先 端 の ス ト ッ パ ー に 針 の 根 元 が 突 き 当 た る た め 、 そ れ 以
上 針 先 は 突 出 し な い た め に 正 確 な 突 出 長 が 決 定 さ れ る 。 さ ら に ス ト ッ パ ー に し っ か り と 突
き 当 た っ た 内 筒 カ テ ー テ ル は 操 作 部 か ら ス ト ッ パ ー の 方 向 に 対 し て 押 込 ま れ た 状 態 に あ る
た め 、 穿 刺 し た 際 に も 針 先 の 戻 り が 少 な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
し か し な が ら 、 こ の タ イ プ の 内 視 鏡 用 注 射 針 は 突 出 で き る 針 先 の 長 さ が 一 定 で あ る た め 、
使 用 す る 部 位 を 変 え た り 、 患 者 の 状 態 に よ り 針 先 の 突 出 長 を 直 ぐ に 変 え た い 場 合 に は 、 別
の 突 出 長 の 内 視 鏡 用 注 射 針 を 新 た に 用 意 し な け れ ば な ら な い と い う 問 題 が あ る 。 ま た 前 記
の 通 り 使 用 す る 部 位 や 患 者 の 状 態 を 踏 ま え 、 多 く の 異 な る 突 出 長 の 内 視 鏡 用 注 射 針 を 取 り
揃 え て お か な け れ ば な ら な い た め 、 在 庫 数 も 増 え る と い っ た 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
前 記 の 問 題 点 を 解 決 す る た め 、 カ テ ー テ ル の 端 部 に 位 置 す る 操 作 部 で 内 筒 の 長 さ を 調 整 す
る 機 構 を 設 け て 、 操 作 部 で あ る 一 定 の 突 出 長 を 設 定 し て か ら 、 針 先 を 突 出 す る タ イ プ の カ
テ ー テ ル が あ る 。 こ の タ イ プ は 前 記 の 通 り 操 作 部 で の 設 定 に よ り 外 筒 カ テ ー テ ル 先 端 か ら
の 針 先 の 突 出 長 を 長 く し た り 短 く し た り す る 構 造 に な っ て い る た め 、 突 出 長 が 一 定 の タ イ
プ の よ う に 外 筒 の 先 端 に 取 付 け た ス ト ッ パ ー に 針 の 根 元 を 突 き 当 て る 構 造 が と れ な い 。 そ
の た め 穿 刺 し た 際 に は 針 は 内 筒 に 固 定 さ れ て い る た め 内 筒 カ テ ー テ ル 自 身 に 腰 が な い 場 合
に は 穿 刺 し た 力 の 反 作 用 に よ り カ テ ー テ ル が 押 し 戻 さ れ て し ま い 、 内 筒 カ テ ー テ ル 先 端 の
針 も 押 し 戻 さ れ る た め 、 穿 刺 部 位 に 穿 刺 し た 感 覚 が わ か り 難 い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 内 筒 カ テ ー テ ル と 外 筒 カ テ ー テ ル を 組 合 せ て い る 構 造 で は 、 内 筒 カ テ ー テ ル の 外 径 部
と 外 筒 カ テ ー テ ル の 内 径 部 に お い て は 、 外 筒 カ テ ー テ ル の 長 手 方 向 に 内 筒 カ テ ー テ ル を 前
後 に 移 動 さ せ る こ と で 針 を 突 出 さ せ る た め の ク リ ア ラ ン ス が 設 け て あ る 。 実 際 の 使 用 で は
湾 曲 し た 状 態 の 内 視 鏡 内 に 鉗 子 口 か ら カ テ ー テ ル が 挿 入 さ れ る た め 、 内 視 鏡 が 湾 曲 し た 部
分 で は カ テ ー テ ル の ク リ ア ラ ン ス が あ る た め 、 内 筒 カ テ ー テ ル は ク リ ア ラ ン ス 分 だ け 湾 曲
し て い る 外 筒 カ テ ー テ ル 内 径 部 の 外 周 側 （ 湾 曲 し た 内 視 鏡 の 大 き な 弧 側 ） に 沿 う よ う に 湾
曲 し て し ま い 、 湾 曲 し た 部 分 に 内 筒 カ テ ー テ ル 両 端 が 引 っ 張 ら れ る か た ち と な る た め 、 内
筒 カ テ ー テ ル 先 端 に 取 付 け ら れ た 針 先 も 同 じ よ う に 引 っ 張 ら れ る た め 、 突 出 長 が 短 く な る
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問 題 も あ る 。 そ の た め こ の ク リ ア ラ ン ス を 狭 く す る よ う に し て は い る が 、 カ テ ー テ ル 内 外
径 の 寸 法 公 差 、 あ る い は ク リ ア ラ ン ス を 狭 く す る こ と で 内 筒 カ テ ー テ ル と 外 筒 カ テ ー テ ル
と の 接 触 面 積 が 大 き く な る た め 、 特 に 湾 曲 し た 内 視 鏡 内 で は カ テ ー テ ル の 長 手 方 向 に 前 後
さ せ 難 く な る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は か か る 問 題 点 を 解 決 す る こ と を 目 的 と し た も の で 、 操 作 性 が 良 く 、 針 先 の 戻 り が
な く 、 突 出 精 度 の 高 い 内 視 鏡 を 介 し て 体 腔 内 の 患 部 に 薬 液 等 を 注 入 す る 内 視 鏡 用 注 射 針 を
提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
す な わ ち 本 発 明 は 、 薬 液 を 送 液 す る 第 １ ル ー メ ン を 備 え た 可 撓 性 を 有 す る カ テ ー テ ル 、 該
カ テ ー テ ル 先 端 の 薬 液 を 送 液 す る 第 １ ル ー メ ン に 固 定 さ れ た 針 、 該 針 を 覆 う 保 護 カ バ ー 、
該 保 護 カ バ ー を カ テ ー テ ル の 長 手 方 向 に 前 後 さ せ る 突 出 長 決 定 グ リ ッ プ 、 及 び 操 作 部 よ り
構 成 さ れ る 内 視 鏡 用 注 射 針 で あ っ て 、 該 カ テ ー テ ル は 、 更 に 第 ２ ル ー メ ン を 有 し 、 該 第 ２
ル ー メ ン に は 可 撓 性 を 有 す る 部 材 が 挿 入 さ れ 、 該 可 撓 性 を 有 す る 部 材 の 一 方 は 該 操 作 部 に
固 定 さ れ 、 も う 一 方 は 該 保 護 カ バ ー に 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 注 射 針 で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 図 面 で 本 発 明 の 実 施 例 を 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 例 と な る 内 視 鏡 用 注
射 針 を 示 し た も の で あ る 。
図 １ は 本 発 明 の 内 視 鏡 用 注 射 針 の 一 実 施 例 で あ る 。 内 視 鏡 用 注 射 針 は ２ ル ー メ ン を 有 す る
カ テ ー テ ル （ １ ） 、 第 １ ル ー メ ン （ ２ ） に 取 付 け ら れ た 針 （ ３ ） 、 第 ２ ル ー メ ン （ ４ ） 内
腔 を 通 り 、 先 端 側 は 保 護 カ バ ー （ ５ ） に 固 定 さ れ 、 基 端 側 は 操 作 部 （ ６ ） に 固 定 さ れ た 可
撓 性 を 有 す る ワ イ ヤ ー （ ７ ） 、 針 先 を 保 護 し て カ テ ー テ ル 長 手 方 向 に 前 後 す る こ と で 針 の
突 出 長 を 変 え る 保 護 カ バ ー （ ５ ） 、 保 護 カ バ ー を 基 端 側 で 操 作 す る 操 作 部 （ ６ ） 、 突 出 長
を 設 定 す る た め の 溝 を 有 す る 突 出 長 決 定 グ リ ッ プ （ ８ ） 、 薬 液 を 注 入 す る た め の シ リ ン ジ
を 接 続 す る コ ネ ク タ ー （ ９ ） か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
突 出 長 の 操 作 方 法 と し て は 、 通 常 先 端 カ バ ー は 針 先 を 覆 う 位 置 に 固 定 さ れ て お り 、 突 出 長
決 定 グ リ ッ プ （ ８ ） に は 長 手 方 向 及 び 径 方 向 に 突 出 長 の 位 置 に 合 わ せ て 溝 （ １ １ ） が 切 ら
れ て お り 、 操 作 部 （ ６ ） に 付 設 さ れ た 突 起 （ １ ０ ） を こ の 溝 （ １ １ ） に 入 れ 込 む た め に 、
突 出 長 決 定 グ リ ッ プ （ ８ ） 内 腔 に 操 作 部 （ ６ ） が 挿 入 さ れ て お り 、 設 定 突 出 長 毎 に 対 応 す
る 径 方 向 の 溝 （ １ ２ ） に 操 作 部 の 突 起 （ １ ０ ） を 合 わ せ る こ と で 針 先 の 突 出 長 を 調 整 す る
。 こ の 時 、 操 作 部 （ ６ ） に 固 定 さ れ た ワ イ ヤ ー （ ７ ） も 操 作 部 と 同 様 に 動 く た め 、 ワ イ ヤ
ー に 固 定 さ れ て い る 保 護 カ バ ー （ ５ ） も 追 随 し て 動 き 、 突 出 長 が 決 定 さ れ る 。 そ し て 操 作
部 （ ６ ） の 末 端 に 位 置 す る コ ネ ク タ ー （ ９ ） に 、 図 示 は し て い な い が 取 付 け ら れ た シ リ ン
ジ に よ り 薬 剤 等 を 患 部 に 注 入 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
突 出 長 の 設 定 後 に は 患 部 へ 針 を 穿 刺 す る 操 作 と な る が 、 内 筒 、 外 筒 の ２ 本 の カ テ ー テ ル か
ら 構 成 さ れ る 従 来 の 内 視 鏡 用 注 射 針 は 、 内 筒 カ テ ー テ ル に 針 が 固 定 さ れ お り 、 ま た 内 筒 カ
テ ー テ ル と 外 筒 カ テ ー テ ル の ク リ ア ラ ン ス が あ る の に 対 し 、 本 発 明 で は １ 本 の カ テ ー テ ル
（ １ ） で 構 成 さ れ て い る た め カ テ ー テ ル （ １ ） の 外 径 を 外 筒 カ テ ー テ ル と 同 じ 太 さ の 外 径
ま で 太 く で き る た め 、 腰 が 強 く 、 穿 刺 し た 際 の 針 の 戻 り が 従 来 の 内 外 筒 を 有 す る カ テ ー テ
ル に 比 べ 少 な く な る 。 ま た 第 ２ ル ー メ ン （ ４ ） に ワ イ ヤ ー （ ７ ） を 通 し て い る た め 、 ワ イ
ヤ ー 外 径 の 寸 法 公 差 は カ テ ー テ ル に 比 べ 精 度 が 高 く 、 ま た ワ イ ヤ ー と 第 ２ ル ー メ ン （ ４ ）
の 接 触 面 積 は 、 内 筒 カ テ ー テ ル と 外 筒 カ テ ー テ ル の 接 触 面 積 に 比 べ て 少 な い た め 、 湾 曲 し
た 内 視 鏡 内 で も 突 出 長 が 短 く な る こ と い う 問 題 が 従 来 の 内 外 筒 を 有 す る カ テ ー テ ル に 比 べ
少 な い た め 、 高 い 突 出 精 度 が 得 ら れ 、 ま た ス ム ー ス な 突 出 調 整 が 可 能 と な る 。
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【 ０ ０ １ １ 】
カ テ ー テ ル （ １ ） と し て は 腰 が 強 く な け れ ば な ら な い た め 高 弾 性 率 で 、 ま た 穿 刺 後 に カ テ
ー テ ル を 透 し て 針 の 根 元 部 分 か ら の 血 液 の 逆 流 が 視 認 で き な け れ ば な ら な い た め 透 明 性 が
必 要 で あ り 、 さ ら に 内 視 鏡 の 鉗 子 口 よ り カ テ ー テ ル を 挿 入 し て 内 視 鏡 先 端 よ り 突 出 さ せ 、
ま た ワ イ ヤ ー （ ７ ） が 挿 入 さ れ た カ テ ー テ ル の 第 ２ ル ー メ ン （ ４ ） に お い て は 突 出 長 を 調
整 す る た め カ テ ー テ ル の 長 手 方 向 に ワ イ ヤ ー が 前 後 す る た め 滑 り の よ い 材 質 が 好 ま し く 、
ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン 樹 脂 （ Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ ） 、 テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン － ヘ キ サ フ ル オ
ロ プ ロ ピ レ ン 共 重 合 体 樹 脂 （ Ｆ Ｅ Ｐ ） 、 ポ リ ア ミ ド 系 エ ラ ス ト マ ー 、 軟 質 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル
樹 脂 （ Ｐ Ｖ Ｃ ） 、 ポ リ ウ レ タ ン （ Ｐ Ｕ ） な ど の 合 成 樹 脂 が 好 ま し い 。 ま た カ テ ー テ ル の 外
径 と し て は 内 視 鏡 の 鉗 子 口 よ り 挿 入 し て 使 用 し 、 鉗 子 口 と カ テ ー テ ル の ク リ ア ラ ン ス 部 分
よ り 吸 引 や 送 気 を す る た め 、 使 用 す る 鉗 子 口 径 よ り も ０ ． ２ ～ １ ． ０ ｍ ｍ 程 度 細 い 外 径 が
好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ワ イ ヤ ー （ ７ ） が 通 る 第 ２ ル ー メ ン （ ４ ） の 内 径 と し て は カ テ ー テ ル の 外 径 に 合 わ せ て 決
定 す れ ば よ い が 、 ０ ． ３ ～ ０ ． ８ ｍ ｍ が 好 ま し く 、 ま た こ の 第 ２ ル ー メ ン 内 に 挿 入 す る ワ
イ ヤ ー の 外 径 と し て は ル ー メ ン 径 よ り も ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ３ ｍ ｍ 程 度 細 い ワ イ ヤ ー 外 径 が 好
ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ワ イ ヤ ー （ ７ ） と し て は 、 カ テ ー テ ル の 第 ２ ル ー メ ン （ ４ ） に 挿 入 し て 使 用 さ れ 、 ま た 内
視 鏡 の 湾 曲 部 に カ テ ー テ ル が 挿 入 さ れ る こ と を 考 慮 す る と 、 可 撓 性 を 有 す る ワ イ ヤ ー で か
つ 操 作 部 の 動 き が 保 護 カ バ ー に 確 実 に 伝 達 さ れ な け れ ば な ら な い 。 そ の た め 材 質 と し て は
ス テ ン レ ス や ニ ッ ケ ル チ タ ン 合 金 な ど が 好 ま し い 。 ま た １ 本 か ら な る ワ イ ヤ ー よ り も ２ 本
以 上 の ワ イ ヤ ー を 撚 り 合 わ せ た ワ イ ヤ ー の 方 が 折 れ 曲 が り 難 く 、 可 撓 性 が あ る た め 、 更 に
好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
薬 液 が 通 る 第 １ ル ー メ ン （ ２ ） は 、 薬 液 の 粘 度 が 高 い 場 合 に は 押 込 む 抵 抗 を 小 さ く す る た
め 大 き な 内 径 と す る こ と が 好 ま し く 、 ０ ． ５ ～ １ ． ２ ｍ ｍ が 好 ま し い 。 ま た 一 方 の ル ー メ
ン の 先 端 に 位 置 す る 針 （ ３ ） と し て は 、 穿 刺 す る 部 位 や 手 技 に よ り 適 宜 針 先 の 径 を 選 択 す
れ ば よ い 。 ま た 保 護 カ バ ー （ ５ ） か ら 突 出 す る 針 先 の 長 さ は ２ ～ １ ０ ｍ ｍ ま で 調 整 で き る
こ と が 好 ま し く 、 穿 刺 す る 部 位 や 手 技 な ど に よ り 適 宜 突 出 長 を 選 択 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
突 出 長 を 調 整 す る 突 出 長 決 定 グ リ ッ プ （ ８ ） 及 び 操 作 部 （ ６ ） は 、 突 出 長 の 調 整 と し て 溝
（ １ １ ） を 切 っ て 、 径 方 向 の 溝 （ １ ２ ） の 間 隔 で 突 出 長 を 決 定 す る 方 法 を 例 示 し て い る が
、 そ の 他 ネ ジ な ど を 取 り 付 け 、 そ れ を 回 転 さ せ て 位 置 を 前 後 さ せ て 突 出 長 を 決 定 す る 方 法
な ど 正 確 に 突 出 長 が 設 定 で き る 方 式 で あ れ ば 限 定 は し な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
保 護 カ バ ー （ ５ ） の 外 径 は 、 カ テ ー テ ル （ １ ） の 外 径 と 同 じ 寸 法 あ る い は そ れ 以 下 の 寸 法
が 好 ま し く 、 操 作 部 （ ６ ） か ら カ テ ー テ ル の 第 ２ ル ー メ ン （ ４ ） を 通 っ た 可 撓 性 を 有 す る
部 材 を 接 着 等 で 取 付 け る た め の 孔 及 び 針 が 通 る た め の 貫 通 し た 孔 が 設 け ら れ て い る 。 ま た
穿 刺 の 際 に は 保 護 カ バ ー の 先 端 側 が 患 部 に 密 着 す る た め 、 先 端 側 の 外 周 部 が 面 取 り 加 工 さ
れ て い る こ と が 好 ま し い 。 材 質 と し て は 針 先 が 穿 刺 部 に 穿 刺 す る の を 視 認 し な け れ ば な ら
な い た め 、 透 明 な 材 質 が 好 ま し く 、 ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン 樹 脂 （ Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ ） 、 テ ト
ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン － ヘ キ サ フ ル オ ロ プ ロ ピ レ ン 共 重 合 体 樹 脂 （ Ｆ Ｅ Ｐ ） 、 ポ リ ア ミ ド 系
エ ラ ス ト マ ー 、 軟 質 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 （ Ｐ Ｖ Ｃ ） 、 ポ リ ウ レ タ ン （ Ｐ Ｕ ） 、 ポ リ カ ー ボ
ネ ー ト （ Ｐ Ｃ ） な ど の 合 成 樹 脂 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ る 内 視 鏡 用 注 射 針 は 、 操 作 性 が 良 く 、 ま た 針 先 の 戻 り が な い た め 確 実 な 穿 刺 が
可 能 と な り 、 高 い 突 出 精 度 を 有 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 と な る 内 視 鏡 用 穿 刺 針 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 カ テ ー テ ル
２ 　 第 １ ル ー メ ン
３ 　 針
４ 　 第 ２ ル ー メ ン
５ 　 保 護 カ バ ー
６ 　 操 作 部
７ 　 ワ イ ヤ ー
８ 　 突 出 長 決 定 グ リ ッ プ
９ 　 コ ネ ク タ ー
１ ０ 　 突 起
１ １ 　 溝
１ ２ 　 径 方 向 の 溝
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摘要(译)

解决的问题：提供一种内窥镜注射针，该内窥镜注射针通过内窥镜将药
液等通过体腔注射到体腔内的患处中，该内窥镜注射针具有良好的操作
性，不使针尖返回并且具有高的投影精度。 挠性导管1，其具有用于输
送药物溶液的第一内腔2，固定在第一内腔上的用于在导管的尖端处输送
药物溶液的针头3以及覆盖针头的保护罩5。 用于内窥镜的注射针，包括
用于在导管的纵向方向上前后移动保护罩的突出长度确定手柄8，以及操
作部分6，该导管还具有第二内腔4。 内窥镜注射针，其中将柔性构件插
入两个腔中，其中一个柔性构件固定到操作部分，而另一个固定到保护
盖。 [选型图]图1
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